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学 級 だ よ り

一 日 食 品 衛 生 監 視 員 に な つ て

大 食 四 岡 本 繁 子

 夏休み も残 り少 くなつた或 る口,私 は京都市衛生局

が開催した,こ 有名人による一 口食品衛生監視,並 に

座談会こ とい う催しに出席しましたので,こ こにその

報告を述べて見たい と思います。出席者は,学 識経験

者,芸 能人及び学生,消 費者か ら各 々選 出さ れ た 者

で,開 催名の通 りに,衛 生学教授,画 家,映 画スター

や婦人会長のおば様等,お 歴 々ばか り,純 然たる学生

とい うのは私位なもので,開 催前に一 同を紹介された

時は,い ささか固 くなつてしまい,出 席者の 名 前 も

聞かないで大変な所へて来 しまつた と思つたが,今 さ

ら後悔しても始まらないので.衛 生局長さん,其 の他

の方から監視についての説明を うかがい,監 視項 目及

び採点法が書き込 まれた食品衛生監視票をいただいた

後,自 動車で,団 体旅館  デパー ト食品部  大衆

食堂一 料理旅館一 弁当製造業  佃 煮 製 造KK

を順に回ること とな つ た。但 し以上の監視は,抜 き

打 ち 監 視 とのことであつた ことを ことわつ て お こ

う。

 先ず団体旅館では,コ 度 修学旅行の季節でなかつた

ので,お 客はなく,従 つて調理場 もきれいに乾燥し片

ずけてあつたし,デ ィスポーザーや換気扇等新しい機

械 も揃つている様に見受けられた。 しかし修学旅行の

ラツシユ期になればこれだけ衛生的に保てるか否かは

疑問であるが,こ れは従業員の心がけ次第であろうと

思われる。

 デパ ー ト地下食品売場では,主 に販売品に不良品は

ないか,従 業員の食品取扱いに不注意はないか等を調

査した。販売品に関しては,特 に不良色素を使用した
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食品を発見す る為Z'`,ウ イ ンド内から,そ れ とおぼし

い物を抜いて螢光線照射をして判定した。 さすが信用

を誇るデパー トのこと,い かがわしい品物はなかつた

が,こ の調査法では,明 確な食用及び非食用色素の区

別や個 々の色素名までは判定 出来ず,も つ と化学的な

試験法を使用して欲しかつた。

 次の大衆食堂では(A購 造,IB)食 品取扱設備,⑥ 給水

及び汚物処理,(D}取 扱方法,〔E}食品取扱者等の20項 目

全てに満足のい くものではなく,特 に汚物処理の不完

全さは 目を覆 うばか りの感があ り,是 非ともデイスポ

ーザーの購入が望 まれた。ここでは衛生局の方が,食

器について,澱 粉性及び脂肪性残留物の検査をされた

が,何 れ も反応が明確に現れ,中 性洗剤等を使用する

食器洗浄法徹底実施を痛感させられた。

 次に行つた,主 に多数の饗宴の席 となる料 理 屋 で

も,調 理場は古 く全般的に不潔で,特 に下水溝の蓋等

が不完全であ り,網 戸 もな く,こ れでは鼠,は えによ

る危害の予防 とい う点ではマイナスであろ う。ここで

は食品取扱者についての視察を行つたが,服 装は清潔

ところが,ひ どい人になると裸で作業した り,又 爪の

伸びた人 も見受けられた。

 多い 日は千人分近い折詰を製造す る駅前の弁当屋さ

んは,完 全に網戸で作業場 と外部が区切 られ,各 入口

には必ず消毒薬 と石けん水の手洗用機械が置かれ,作

業員の人も清潔な白の上衣及びマスクをつけ,ま ずは

全般的に衛生面では行 きとどいている方 だと思 わ れ

た。ここでは折箱を殺菌燈の照射出来 る戸棚に一定時

間入れて置いてから使用す る所を見せてもらつた。 こ

れなどは新しい試みであろ うが,殺 菌燈光線 の透過力

は,そ う強力な ものでな く,沢 山積んである折箱の下

まではおよばないであろ う。 こんなことか ら,や はり

設備が整つてい る所はそれな りに,こ も ううちはこれ

で安心.と い うのでははなしに,そ の効率を科悪的に

検討して見,そ の対策を考慮する必要があ るのではな

いであろ うか。

 最後に監視した佃煮製造KKで は,社 長 さんから佃

煮の歴史,原 料の産地や調味料の話しまで説明をいた

だ き,佃 煮の保存食 としての意義を新たにしながら,

工場内を見学した。ここでは 目新しかつた ことは,煮

豆 の真空包装である。 これポ リエチ レン の 袋 に,出

来上つた煮豆を入れて真空にしつつ封をした後,90～

950Cの 熱湯に15分 間浸して殺菌するので.-J度 手軽な
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缶詰とい うところである。近年高温に耐え得 るポ リエ

チ レンが出現したのを利 用した もので,こ れだと煮豆

が夏でも一 ヵ月以上風味が変化せずにもつ とい うこと

であつた。

 以上の視察を終えての私の所感 としては,先 ず衛生

局,保 健所等関係当局に対しては  現在のともすれ

ぽ客観性を欠く食品衛生監視票の採点方式や,具 体性

のない監視項 目を補 う為 に も.も つ と科学的検査法を

活用して欲 しいとい うこと。食品販売業者に対しては

  衛生的配慮はその店の主人のみがはらうのではな

く,従 業員自身に実際的な衛生的観念がなければ何の

価値もないのであるか ら,そ れ ら個 々入に積極的な清

潔に対す る習慣及び意志を植えつけ,本 当V'自 分の身

内の人に食べさす とい う気持ちで食品を取扱つて欲し

い と思つた。又一般消費者に対しては,こ れは業者に

対しても同じであるが一 衛生上の清潔 とい う こ と

と,日 本人的潔癖イズム,又 は美的観念から来 る清浄

感 とい うことを混同しない様に気をつけ る必 要 が 勝

る。即 ち観念的なみて くれ の清浄感を廃 して,科学的,

細菌学的な物の考え方,見 方に頭を切 り変えることで

あ る。大体 こんな程度のこ とを座談会の席で 述 べ た

が,其 の他,食 品衛生関係 の法律改定を望む声や,一

般市民の衛生教育は幼児期か らとい う一種のスmガ

ンや,又 は消費者の方も不衛生な店には行かない ),T

して,自 然に業者の反省を促す様にしたらよい等の意

見が出た後,外 国の食品衛生の実際等を聞かしていた

だ き,日のこのスケジユールを終えた。短い時間で多 く

の場所を沢山の項 目について監視しなければならず,

本当に忙しい思いをし,又 面識のない人達 と一緒で肩

の こる0日 ではあつたが,こ の一 日こそ,お 役所の仕事

振 りを見,実 際の食品衛生に対する配慮がどれ程なさ

れているかを知 り,そ う上街の食品店や,飲 食店の裏

をのぞ く機会が与えられた ことは,私 の食品衛生に対

す る実際的な眼を養い,机 上での勉強 よりも一層理解

を深められ るに役立つた,貴 重な経験であ り,き つ と

今後,何 らかの役に立つ ことと うれしく思つている次

第です。又今度の監視で一・番難点をついたのは,ど う

も私の様な気がし,こ れも,一 応地位 も名声も得て,

それを尊ぶ社会人や商売人 と,思 うままに自由な言動

が許 される学生の違いであろ うか と,後 になつてつ く

づ く感じると共に,残 り少ない学生時代を有意義に過

さなければ.と ちよつび り淋 しくな りました。


